
右の図 1に示した立体ABCD−EFGHは, 図 1
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AB=AD=8 cm, AE=6 cmの直方体である。
頂点 Cと頂点 Fを結び, 線分 CF上にある点を
Pとする。
頂点Aと点 P, 頂点Dと点 Pをそれぞれ結ぶ。
次の各問に答えよ。

問 1 点 Pが頂点 Fに一致するとき, 4APDの
内角である ∠DAPの大きさは何度か。

問 2 右の図 2は, 図 1において, 点Pが線分CF

の中点となるとき, 点 Pから辺 FGに引い
た垂線と, 辺 FGとの交点を Qとし, 頂点
Aと点Q, 頂点Dと点Qをそれぞれ結んだ
場合を表わしている。
立体 P−AQDの体積は何 cm3か。
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